






要約:マススクリーニング(MS)の目的は、予後不良な幼児進行神経芽腫を乳児のうちに早

期に発見し、予後を改善することである。MS が効果を上げるためには,MS で発見される乳

児の腫瘍と,臨床的に発見される幼児の腫瘍が同じ生物学的特徴を有していることが前提

になる。MS で発見された腫瘍 186 例と MS を受検したが陰性で後に臨床的に発見された腫

瘍 60 例を 2色 FISH法により 1番染色体の構成「1 番染色体の数と 1番染色体短腕(1p)欠

失の有無」と N-myc コピー数を分析した。246 例を 1) 1 番染色体数が 2 本で 1p 欠失の無

い DislNormlp 群 22 例,2) 1 番染色体が 2 本で 1p 欠失の有る DislDellp 群 41 例,3) 1 番

染色体が 3 本で 1p 欠失の有る例と無い例を含む Tris1Norm/Dellp 群 183 例に分類した。

予後はTrislNorm/Dellp群が良好(5年EFS,96%), DislDellp群が不良(同21%), DislNormlp

群が中間(同 55%)であった。MS 陽性腫瘍 186 例の構成は DisNormlp 群 6%,DislDellp 群

4%,TrislNorm/Dellp 群 90%であり, N-myc 増幅は 2例にのみみられた。一方, MS 陰性腫瘍

60 例の構成は Dis1Normlp 群 18%, Dis1Dellp 群 55%, TrislNorm/Dellp 群 27%であり, N-

myc 増幅は 25 例にみられた。MS 陽性腫瘍は予後良好型腫瘍の,MS 陰性腫瘍は予後不良型

腫瘍の生物学的特徴を示すので,両者は生物学的におおむね異なる腫瘍と言ってよい。MS

による神経芽腫の予後改善効果は小さいと考えられる。


